生活衛生豆知識№54

１９８２年「新春５００字提言」

　私は「生活と環境」の1982年1月号に「新春500字提言」を書く機会があり、「環境営業関係で検討すべきこと」という題で書きました。約4半世紀経過していますが、環境衛生を担当している皆様に、参考となるかもしれませんので、本文と当時の状況を紹介します。就職して10年目、33歳の時でした。

環境営業関係で検討すべきこと（生活と環境，Vol.27,No.1，1982.1）
　現在、私達環境衛生監視員が検討すべきことは、次の3件であると思われる。まず1番目はドライクリーニングで使用されている有機溶剤の管理であり、大気汚染、労働衛生、消防の面から規制を強める必要があるが、クリーニング業の経営形態は弱小であるため、ほとんど網にかからなく、いわゆるエアーポケットになっている。しかし、今後規制は強化される可能性があり、今までクリーニング業を指導していた経過から、街の中の、職人の味を残しながら協業化等を検討し、健全なる発展に協力する必要がある。2番目はコインランドリーの衛生管理で、汚染されているので法規による規制が必要であるとの声は高まっているが、私個人としては疑問を感じる。しかし、毎回洗濯物を取り出した後に、数分間、自動的に水と塩素剤が入り洗浄できる構造ができればと思われる。3番目は年間開設の温水プールの水質管理で、汚染の原因は利用者の多数を占める小学校低学年、幼児の放尿と思われる。三井は気温33℃、水温27℃で小学1年生を20分間水浴させたところ口腔温で7℃低下したと報告しており、体温が低下すれば放尿を促すので、便所での放尿を徹底すべきであり、新しい汚染状態を把握する指標が必要である。

１番目　ドライクリーニング

　当時、４月から６月にクリーニング店に監視に行くと、有機溶剤で頭が痛くなり、営業者はその室内で作業し、ドライ機から素手で洗濯物を取り出していました。臭突からの悪臭（有機溶剤）の苦情を何回も受けました。当時、やっと新規の大型のテトラクロールエチレン（通称パークロ）機に回収装置の設置が義務付けられた頃で、従来の機械には義務付けられていませんでした。石油系溶剤に関しての検知装置、検知管は無く、実態調査を実施するにあたり検知管開発を検知機器製造会社に依頼しました。実態調査は休日に数人集まりパークロ機使用店、石油系溶剤機使用店で実施して、調査結果を学会等で報告しました。実態調査に使用した検知管、検知管用ポンプ等は全て検知管開発会社の提供でした。なお、検知管開発会社の学会発表、専門誌掲載については校正したと記憶しています。開発した検知管はクリーニング業界では売れなく、鉄鋼業で売れたとのことでした。今では無理ですが、業者との文書の取り交わさず、所長までの暗黙の了解事項でした。

２番目　コインランドリー

　まだ水（湯）洗いしかなかった時でした。管内で営業していた全国クリーニング環同の理事（健康担当）から、ドイツではドライ機のコインランドリーがあると聞きました。理事長も管内で営業していました。

３番目　年間開設の温水プール（多くの利用者は小学生低学年の児童、幼児）

　水質検査をすると、水がきれいにすんでいるのに過マンガン酸カリウム消費量が高い施設がありました。水溶成分だろうと思い遊泳プールの海外の基準を探したところ、ドイツの水質基準でアルブミノイド態窒素の基準（独語）がありました。しかし、確か検査方法が難しかったので、衛生研究所、保健所の検査担当者と検査方法を検討し尿素にすることとし、当時、日本薬剤師会の衛生試験法・注解の検討委員をしていた衛生研究所の科長が提案して、プール水検査に尿素の試験法が追加となりました。冬期に尿素を加え調査をしたところ、１回の放尿量を50mlとすると5～20人に1人が放尿していることになり、学会等で報告し、週刊誌のコラムに掲載されました。この調査の直前までは、遊泳プールの過マンガン酸カリウム消費量の基準は20ppmで、プール水質基準の見直し（12ppmへ下げる）の、厚生省の検討委員会へ数十ページの資料を提供しました。

　新人の時には大変多くの疑問を感じ、それを一つでも多くこなすことが、将来の大きな自信になるものと思います。豆知識を読んでいただいている皆様、若者に多くの疑問を解決するような機会を与えてください。私の場合、上司ば「本来の仕事をしていないと思っていた」と思います。　　　　　　　　2009. 4. 27  Ｋ.Oikawa









